
 

 

１．統計グラフを作ると・・・いいこといっぱい！ 

 統計グラフを作るといろんな力がつくと言わ

れています。 

 

 

 

 

 

 

また、上に示した力だけではありません。統計

グラフを作ることで、ものごとを客観的に見る目

が養われたりいくつかのグラフを組み合わせる

ことで伝えたいことを論理的なストーリーに仕

上げる力も身に付いたりします。統計グラフを作

ると、得することばかり。ぜひ、チャレンジして

みよう。では、実際にどのように作ればよいの

か？以下の手順を見てみよう。 

２．テーマを決めよう！ 

 自分の好きなことや興味のあること、身の回りの

こと（学校、家庭、地域など）、社会で話題になって

いること（テレビや新聞）などから探すとよいです。 

またそのテーマから何が伝えられそうかを一緒に考

え、メッセージ性のあるテーマになるとよい統計グ

ラフになります。 

〈テーマの例とメッセージ〉 

・「もっとほしいよ！家ぞくの時間！」・・・家ぞく

が自分たちを支えていることを伝えよう。 

・「相手の気持ちを考えて いじめゼロへ」・・・い

じめをなくしたい。そのために、できることを考

えてもらいたい。 

・「読書の時間」・・・みんながどんな本が好きか、

どれくらい読んでいるか知ってほしい。 

・「何する？わたしたちの大切な時間」・・・みんな

がどんなふうに時間を使っているのか知ってほし

い。 

・「魚の骨の数しらべ」・・・魚によって、骨の数が

ちがうのか、どの部分の骨が多いのか知ってもら

いたい。 

 

 

〈第５８回愛知県統計グラフコンクール入賞作品の

テーマ：第２部〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．データ（資料）を集めよう！ 

 テーマが決まれば、いよいよデータ集めです。デ

ータの集め方は大きく分けて３つあります。1 つ目

は観察、実際に自分で作るやり方。２つ目は、アン

ケートです。３つ目は、インターネットや本などか

らデータを引用します。 

（１）観察して、データをあつめよう 

①実際に調べてみよう 

   （ア）何を調べるか決めよう！ 

  植物や動物、家庭のごみなど、何を観察するか決

めます。 

（例）虫について 

・天気や場所をしっかり記録しておこう。 

・晴れの日と雨の日では、見つけられる虫が違う

よ。 

  ・朝・昼・夜でも見つけやすい時間がちがうよ。 

   （イ）調べるときは、「正」の字を使おう！ 

 

 

 

 

統計グラフを作ると・・・・ 

◎計算する力がつく！（計算力アップ） 

◎絵を描く力がつく！（絵が上手になる） 

◎手先が器用になる！（工作も上手になる） 

◎粘り強く取り組める力がつく（根性がつく） 

金賞作品 

・【ぐっすりねてる？みんなのすいみん】 

・【教えて みんなの朝ごはん】 

・【学校から帰ったら・・ わたしたちってい

そがしい？！】 

銀賞作品 

・【楽しい？！大変？！やりがい！ めざせ 

薬ざいし！】 

・【自転車の交通ルール守ってる？！～自転車

の交通事故をなくすために～】 

・【自分でまもろう！！大切な命】 

・【大好き部活動】 

・【どうやって勉強してるの？～宿題以外の勉

強は役立つ？～】 

  

１ ２ ３ ４ ５

「正」をつかったかずのかぞえ方

 



② 集計して表にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）アンケートでデータをあつめよう 

①アンケート作り 

（ア）質問を考えよう！ 

アンケートでどんなことを調べたいか、まず紙に

まとめてから質問を考えましょう。 

（例）読書について 

・みんなは、どんな本が好きで、どれくらい読む

のかな。 

・本は、買うのかな、図書館などで借りるのかな。 

・どんなときに読むのかな。 

（イ）質問の仕方を考えよう！ 

アンケートの質問には２つの質問の仕方がありま

す。 

〈①選択回答型質問〉 

あらかじめ答えの選択肢
せんたくし

を用意しておき、その中か

ら、回答者に答えを選
えら

ばせるタイプの質問です。 

（例）あなたは本を読むことは好きですか？ 

はい・いいえ 

〈②自由回答型質問〉 

回答者に自由に答えてもらうタイプの質問です。 

（例）どんな本を読みますか？  （      ） 

〈①選択回答型質問〉は、アンケートの結果がまと

めやすい利点があるのでおすすめです。〈②自由回答

型質問〉は具体的に分かる利点はあるけれどアンケ

ートのまとめが大変になるので注意！ 

（ウ）アンケートの質問を考えよう！ 

 アンケートの質問は、答えやすい、分かりやすい、

見やすいの３つが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）アンケートができたら・・・ 

 アンケートが完成したら、コピーして友達や家族

にやってもらいましょう。答え方が分からないとこ

ろや迷うところなどの問題点が見つかれば、その段

階で修正ができます。そして、字の間違いがないか

（アンケート作りの注意点） 

・何についてのアンケートなのか、題は一番大

きく書く。 

・だいたい８～１０くらいの質問を考えておく

とよい。 

・曜日や学校のある日ない日によってちがうよ

うな質問は、どういう日を聞きたいのかはっ

きり書く。 

・たくさんあるか？など人によって「たくさん」

がちがうので、数値を使って書く。 

・学年や男女の違いはわかるようにする。 

・選択肢がきれいに並ぶようにして見落とされ

ないようにする。 

・答えにくい質問はさける。 

・複数選べそうなものは、いくつまで選んでい

いのか書く。（３つまで選んでください。） 

・選択肢の数が少ないときは、友達や先生など

に聞いて増やす。（５、６個あるとよい） 

・ポイントになる問いには必ず理由を聞く問い

などをつけてくわしくしておく。 

・制作者の名前、お礼の一言をアンケートの最

後につける。 

アンケート：質問の例 



先生に点検してもらって、必要な枚数を印刷してま

しょう。（あらかじめ、アンケートをとる学年、クラ

ス数は先生としっかり相談しておきましょう。） 

（オ）アンケートのお願いをしよう！ 

 協力していただく学級の先生のところへ持ってい

き、「○年○組の○○○○です。統計グラフに使うア

ンケートを持ってきました。ご協力をお願いしま

す。」と言いましょう。了解がもらえたら、いつごろ

実施してもらえるか、どこへ取りに行けばよいかを

聞いておきましょう。 

②集計表作り 

「正」の字を用いてアンケートの集計をします。 

（例）問１．あなたは習い事をしていますか？ 

１．はい   ２．いいえ 

 

 

 

 

問２．「はいと答えた人に聞きます。どんな習い事を

していますか？（複数回答可） 

１．ピアノ ２．英会話 ３．習字 ４．学習塾 

５．野球 ６．サッカー ７．バスケ ８．その他 

 

 

 

 

 

 

  

 

 男女や学年で、回答が異なってくる質問は男女や

学年別に集計しましょう。 

 

（３）本からの資料を集めよう 

近くの図書館に行けば、「愛知県統計年鑑」や「日

本統計年鑑」があるので、統計の百科事典といわれ

るこれらの本を使うといろいろなデータが集められ

ます。また、「ジュニア学習年鑑」などは、小学生向

きで調べやすいです。年度が古いものがあるので、

できるだけ新しい資料を探しましょう。 

また、インターネットで調べる子は、第３部の資

料を参考にしてください。 

４．レイアウト（下書き） 

B４または A３の用紙に下書きをします。まず、

どの質問にどんなグラフを使うのかを考えます。グ

ラフには、それぞれ特長があるのでそれを考えて選

択することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棒グラフ：棒の高さで、量の大小を比較する。 

折れ線グラフ：量が増えているか減っているか、変

化の方向をみる。 

円グラフ：全体をもとにした割合を見たり、各部分

の割合の大小を表したりする。割合は、５年生で学

習するので、使う場合は、保護者や先生に相談しま

しょう。 

絵グラフ：数量など分かりやすい絵で表現するのに

適している。工夫することで、興味をもってみても

らうことができる。 

その他の内容（空手・バレエ・ダンス） 

棒グラフ 

折れ線グラフ 

円グラフ 絵グラフ 



〈レイアウトで気をつけること〉 

・いろいろなグラフの種類があるようにする。 

・グラフの数は５～８くらい。 

・グラフの提示の仕方は、下のような①～④の流れ

が自然で見やすいものとなる。 

 

 

 

 

 

 

・テーマと絵が合うように考える。 

・たくさん空白ができそうなところはカットを入れ

る。 

・レイアウトができたら、色付けしてみるとよい。 

完成したら、台紙の色を決定し、B２の大きさに

拡大する。 

５．清書 

 清書の方法としては、ポスターカラーを使って下

書きをしたものに色をつける方法と画用紙でグラフ

やカットを作って切り貼りしてつくる方法がある。 

（１）色ぬり方式 

 B２の大きさにコピーした用紙を台紙にカーボン

紙などを使ってきれいに写します。その後、グラフ

やカットのラインを確認しながら鉛筆やペンでなぞ

ります。そして、ポスターカラーを使ってていねい

に色ぬりをします。グラフや文字をぬるときに色が

はみ出さないようにするためにマスキングテープを

使うことをおすすめします。 

（２）切り貼り方式 

 色画用紙や色紙を使って文字やグラフを作る。構

図のバランスをとったり調節したりできるので、全

てのパーツが完成してから最後に台紙に貼り付ける

のがおすすめです。多くの画用紙等が必要になりま

すが、色ぬり方式と違って、間違えてもパーツを作

り直せばよいので、修正のしやすさもあります。の

り付けはしっかりしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．点検 

完成したら、以下の項目を点検しよう。 

□誤字・脱字・下書きの消し忘れはない？ 

□グラフの単位は書いたか。合っているか。 

□下に貼り付けた統計表とグラフの数字は合って

いるか。 

□アンケートの方法もしくは資料の名前は表面に

書いたか。 

□自分以外の人が作ったイラストなどを使用して

いないか。 

□のり付けした部分はしっかり貼りついているか。 

７．作品の完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（色ぬり方式） 

ポスターカラーでい

ろんな色が使える！ 

（切り貼り方式） 

失敗してもパーツを作り直せばよい。 

みんながどんなすいみん時間をすごし
ているのかよくわかる作品になりました。
時計やベッドの中にグラフを入れたとこ
ろが工夫されています。 


